
▔国
民
年
金

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
？

■
任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
65
歳
か
ら
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
保
険
料
の
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
で
、

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
と
き
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
任
意
加
入
制

度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
利
用
に
は
、
口

座
振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
特
例
任
意
加
入
制
度

　
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
方
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
り
ま
す
）
は
受
給

資
格
期
間
10
年
を
満
た
す
ま
で
の
期
間
に

限
り
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
市
民
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
１

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
案
内
や
事
務
手

続
き
は
、
日
本
年
金
機
構
が
実
施
し
ま
す
。

対
象　
①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

　
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
、
前
年
の
所
得
が
約
４
７
２
万
円
以

下
の
方

問
合
先　
日
本
年
金
機
構
「
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
５
７
０
（
０
５
）

４
０
９
２

▔税
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
よ
る
固
定
資

産
税
額
の
減
額
措
置

　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る
住

宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
令

和
4
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
要

件
を
満
た
す
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
翌
年
度
の
当
該
家
屋
の
固
定
資
産

税
額
を
３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

※
改
修
に
よ
り
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を

　
受
け
た
場
合
は
、
3
分
の
2
を
減
額

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
軽
減
措
置
と
は
併

用
で
き
ま
す
が
、
耐
震
改
修
軽
減
措
置
と

重
複
し
て
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

要
件　
次
の
工
事
の
う
ち
、
補
助
金
等
を

除
く
工
事
費
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の

・
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）

・
床
の
断
熱
改
修
工
事

・
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

・
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
い
ず
れ
の
工
事
も
、
外
気
等
と
接
す
る

　
部
分
の
工
事
に
限
り
ま
す
。

対
象
範
囲　
１
戸
あ
た
り
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
１
２
０
㎡
ま
で
。
１
２
０
㎡
を
超

え
る
も
の
は
、
１
２
０
㎡
相
当
分
が
対
象
。

※
過
去
に
当
該
減
額
を
受
け
た
も
の
は
除

　
く

必
要
書
類　

①
省
エ
ネ
改
修
住
宅
固
定
資
産
税
減
額
申

　
告
書

②
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
住
宅

　
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
増
改
築
等
工
事

　
証
明
書
（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機

　
関
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
ま
た
は

　
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
法
人
が
発
行

　
し
た
も
の
）

③
工
事
内
容
や
工
事
費
用
を
示
す
工
事
明

　
細
書
及
び
領
収
書

④
補
助
金
等
に
関
す
る
書
類
（
補
助
金
を

　
受
け
た
方
）

申
込
・
問
合
先　
工
事
完
了
か
ら
３
か
月

以
内
に
、
税
務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

税
務
課
☎
（
275
）
６
１
０
９

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔各
種

交
通
事
故
等
に
遭
い
国
民
健
康
保
険

で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
届
出
を

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
等
、
第
三
者
か

ら
受
け
た
傷
病
は
損
害
賠
償
と
し
て
加
害

者
が
被
害
者
の
治
療
費
を
負
担
し
ま
す
が
、

窓
口
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
国
民
健
康
保

険
証
で
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
事
前
に
健
幸
づ
く
り
課
で
保
険
証

の
使
用
許
可
を
と
り
、
す
み
や
か
に
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
る
と
国
民

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の

分
別
に
関
す
る
お
願
い

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」
の
分
別
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認
す
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
の
対
象

と
な
る
も
の
は
、
商
品
が
入
っ
て
い
た
容

器
や
包
装
で
、
プ
ラ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

ま
す
。
ハ
ン
ガ
ー
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
っ
て
も
、
容
器
や

包
装
で
は
な
い
た
め
、
普
通
（
可
燃
）
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
汚
れ
を
キ
レ
イ
に
落
と
す

　
汚
れ
が
つ
い
て
い
た
り
、
中
身
が
残
っ

て
い
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
他
の
き
れ
い
な
も
の
に
も
汚
れ
が

移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
汚
れ
の
取
れ
な
い

も
の
は
普
通
（
可
燃
）
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
危
険
な
異
物
を
混
入
さ
せ
な
い
で
！

　
収
集
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
の
袋
の
中
に
医
療
用
の
針
の
付
い

た
も
の
が
混
入
し
て
い
た
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。
資
源
ご
み
の
選
別
は
手
作
業
で
行

っ
て
い
ま
す
。
危
険
な
異
物
は
絶
対
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
プ
チ
プ
チ
（
緩
衝
材
）
は
で
き
る
だ
け

　
小
さ
く

　
プ
チ
プ
チ
や
シ
ー
ト
状
の
緩
衝
材
は
設

備
の
故
障
の
原
因
に
な
る
た
め
、
小
さ
く

（
50
㎝
四
方
）
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

住　所

（月）17（月）18 （月）
（金）１ （土） （火） （木）

（金）12 （月）13 （土）15 （月）14 （水）16

（水）13 （水）10 （木）９ （木）13 （木）10 （月）14

（火）５ （火） （木）２ （水）５ （木）３ （土）５

（月）７８ （水）9

10

（水） （水）2 （金）４

１ ３
15 （火）14 （火）15 （木）17

４ １
19 （火）18
（月）
（火） （火）16

２

（水）15 （水）16 （金）18

７ （金）７（木） （金）５ （土）４ （土）５ （火）８

（月）31
（金）
（金）
15
29 （月）29 （火）28 （木）31

（水）19（水）20 （水）17 （木）16 （木）17 （土）19

7 （火）
（火）25

（月）
（月）25

（月）
（月）22

（火）
（水）22

（火）
（木）24

25

（木）
（金）25

（木）27（水）27 （木）25 （金）24 （月）28 （火）29

（木）20（木）21 （木）18
（木）６ （金）４

８

（月）７４ ３（水）６ （木） （金）
（金）17 （金）18 （火）22

（金）21（金）22 （金）19 （月）20 （月）21 （水）23

（月）24
（金）
（土）

（土）
23

（土）
（土）20

（月）
（火）
６
21 （火）22 （木）24

14

11

28
（金）
（金）
14
28

（木）
（木）

（木）
（金）
11
26

（金）
（月）
10
27

（土）
（火）
12 （火）

（水）
15
30

（水）
（水）26
12（火）

（火）26
（火）
（水）24

（水）
（木）
８９
23

（水）
（金）
９ （金）

（月）
11
28

問合先 
生活環境課
☎（275）6266

下 半 期

くみ取り日程

令 和 ３ 年 度

悪天候の場合
は、日程を変更
することがあ
ります。
くみ取り日は、
作業がしやす
いように通路
の確保等にご
協力をお願い
します。
世帯人数、便
槽に変更があ
った場合は、ご
連絡ください。

※

※

※

千代田 1丁目～6丁目、 綾　園 7丁目
東羽衣 4丁目（1～7）

高師浜 1丁目～4丁目、 羽　衣 1丁目・3丁目
東羽衣 1丁目・2丁目・3丁目（13・14・16）・5丁目（8・20・26）

取　石 4丁目～7丁目

東羽衣 3丁目（1～12・18）・4丁目（12）・5丁目（1～7・9～19
　　　  21～25・27・28）・6丁目・7丁目
加　茂 1丁目（5・8～10・12・13・16・17・19）

取　石 1丁目・2丁目（6～11・13・15・18・19・23・26～28
　　　  ・30・33・34・38・39・46・47）

取　石 2丁目（31・41・43・45・48）・3丁目

加　茂 1丁目（11・14・15）
綾　園 1丁目・2丁目（1）・3丁目・4丁目・6丁目（6・16・18・20）

綾　園 2丁目（2～8）・6丁目（1・7～11・13・22・23）
加　茂 2丁目（6・7・23・30）・3丁目（1・6）

綾　園 2丁目（9～23）・6丁目（4・5・12・14・15・19・21）

取　石 2丁目（37）
加　茂 2丁目（1・14・17・24・26）・3丁目（8・10）・4丁目（11）
西取石 1丁目（1・2・４・10～15・18）・3丁目（1・5・11・18・19）

取　石 2丁目（4・5・12・14・16・17・25）
西取石 1丁目（9・16・17・19・22）・3丁目（9・14・15）

2 月 3 月1 月11 月 12 月10 月

６８

８

（火）3011/3010/ （水）2912/

（木）3012/

（水） 23/

（月）１

11

12

3/ 1
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス



福
祉
バ
ス
の
臨
時
運
行
に
つ
い
て

　
彼
岸
の
日
は
通
常
と
は
異
な
る
ル
ー
ト

及
び
ダ
イ
ヤ
で
福
祉
バ
ス
を
臨
時
運
行
し

ま
す
。

日
程　
9
月
23
日
（
祝
）

対
象　
取
石
、
羽
衣
、
高
石
の
そ
れ
ぞ
れ

の
福
祉
バ
ス
運
行
ル
ー
ト

※
臨
時
運
行
の
詳
し
い
ル
ー
ト
及
び
ダ
イ

　
ヤ
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
９
３

10
月
６
日
に 

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
が

行
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練

で
、
全
国
の
高
石
市
以
外
の
地
域
で
も
同

様
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

放
送
時
間　
午
前
11
時
頃

問
合
先　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
５

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　
次
の
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
た
か
い
し
市
民
文
化
会
館
市
民
文
化
ホ

ー
ル
及
び
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
開
始
日　
令
和
４
年
４
月
１
日

（
予
定
）

対
象　
た
か
い
し
市
民
文
化
会
館
・
ホ
ー

ル
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
す

る
能
力
・
実
績
の
あ
る
法
人
・
団
体

問
合
先　
募
集
要
項
や
申
請
書
等
詳
し
く

は
、
社
会
教
育
課
☎
（
275
）
６
４
３
７

～事前準備をしておきましょう。～
問合先　危機管理課☎（275）6247台風に対する備え

家の外での備え 家の中での備え

・庭木が電線に触れていないか確認
・瓦やトタンなどが強風で飛ばないか確認
・強風で飛びそうなものは固定、または家に収納
・側溝や排水口、ベランダの水はけを確認
・雨戸を閉める、必要に応じて窓を補強
※飛散物は隣近所の迷惑になるため、十分注意しましょう。

生活用品の確認や、非常用の備蓄をしましょう

※３年前の台風被害の際に役立ったもの

・非常食　・水　・医薬品　・衛生用品
・懐中電灯　・ラジオ　・カセットコンロ　など

・ブルーシート ( 雨漏りや浸水防止に利用）
・モバイルバッテリー ( 停電時の携帯電話充電用）

無理なく備蓄を 日頃から、１週間分の食料と飲料水等を備蓄品として常備しておきましょう。

　　　　　　　　「避難」とは「難」を「避」けることです。安全な場所にいる人は、避難場所に行く
必要はありません。また避難場所は、避難所だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難するこ
とも考えてみましょう。避難する際には、食料・水などの非常持ち出し品と合わせて、マスクや体温計、
消毒液などご自身で使用する感染症対策用品も持参してください。詳しくは、高石市総合防災マップ
の P31～34 を参考にご覧ください。また、避難所の開設状況や混雑状況はウェブサービス
「VACAN Maps」で確認できますのでご活用ください。

避難するとき 「VACAN 
Maps」▼
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▔福
祉
サ
ー
ビ
ス

住
宅
改
造
の
経
費
を
助
成

　
高
齢
者
及
び
重
度
障
が
い
者
等
の
方
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
、
か
つ
安
心

し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
対
象

世
帯
へ
住
宅
改
造
に
必
要
な
経
費
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
し
、
身
体
の
状
況
に

よ
り
住
宅
の
改
造
を
現
に
必
要
と
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
い
る
世

帯①
介
護
保
険
被
保
険
者

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１
・
２
級
ま
た

は
下
肢
・
体
幹
の
３
級
）
を
お
持
ち
の
方

③
療
育
手
帳
（
Ａ
）
を
お
持
ち
の
方

※
介
護
保
険
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
介

　
護
保
険
制
度
を
優
先
し
て
利
用
い
た
だ

　
き
ま
す
。
ま
た
、
生
計
中
心
者
の
前
年

　
の
所
得
税
額
に
よ
り
、
対
象
と
な
ら
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
経
費　
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
の
ト

イ
レ
及
び
浴
室
の
改
造
、
玄
関
・
廊
下
・

階
段
・
台
所
・
居
室
等
へ
の
手
す
り
の
取

り
付
け
、
段
差
の
解
消
、
滑
り
止
め
の
設

置
等
に
要
す
る
経
費

※
助
成
金
の
交
付
決
定
に
基
づ
き
、
改
造

　
工
事
を
し
た
も
の
に
限
る

※
一
度
で
も
助
成
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

　
世
帯
は
対
象
外

緊
急
通
報
装
置
を
設
置

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
緊
急
時
に
、
電
話

回
線
を
通
じ
て
、
直
接
、
堺
市
消
防
局
へ

の
通
報
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
健

康
相
談
が
で
き
る
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
か
、
65
歳
以

上
の
方
だ
け
の
世
帯
、
ま
た
は
重
度
身
体

障
が
い
者
の
方
だ
け
の
世
帯

費
用　
そ
の
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得

税
額
に
応
じ
て
負
担
あ
り

紙
お
む
つ
給
付

対
象　
次
の
①
〜
③
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方

①�

本
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

②�

介
護
保
険
の
要
介
護
度
３
〜
５
の
方
で
、

常
時
、
紙
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ

る
在
宅
の
方

③
本
人
及
び
本
人
と
生
計
を
同
一
と
す
る

　
者
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
方

支
給
額　
月
額
限
度
６
０
０
０
円
分

独
居
老
人
訪
問

　
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方
を
訪
問
し
、
日
常
生
活
に

つ
い
て
の
相
談
や
、
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
先　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
☎
（
265
）
１
３
１
３

訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

　
理
髪
店
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

の
自
宅
に
、
市
内
の
理
容
師
が
訪
問
し
理

髪
を
行
っ
た
場
合
、
理
容
師
の
出
張
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

※
理
容
料
金
は
別
途
必
要

対
象　
在
宅
で
寝
た
き
り
の
65
歳
以
上
の

方

助
成
方
法　
市
が
発
行
す
る
助
成
券
で
、

理
容
師
の
出
張
料
金
を
年
４
回
ま
で
助
成

助
成
額　
１
回
１
５
０
０
円

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
食
事
づ
く
り
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
に
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
事
を
お
届

け
し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯
で
、
食
事
の
調
理
や
買
い
物
が
困

難
な
方

配
食
日　
火
・
木
・
金
曜
日
の
夕
食

費
用　
１
食
４
５
０
円

問
合
先　
社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
261
）
９

９
１
１
、
ま
た
は
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
問
合
先
の
記
載
の
な
い
も

の
は
、
高
齢
・
障
が
い
福
祉

課
☎（
275
）６
２
９
３
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
在
宅
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
保
健
師
・
社
会
福
祉

士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、

介
護
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
申
し

立
て
や
高
齢
者
虐
待
等
の
相
談
支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
（
265
）
１
３
１
３

長
寿
祝
品
を
贈
呈

　
９
月
１
日
現
在
、
市
内
に
お
住
ま
い
で

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
満
77

歳
・
88
歳
の
方
に
長
寿
祝
品
を
お
届
け
し

ま
す
。
（
申
請
手
続
き
不
要
）

その痛み、
保険が使える？
使えない？

　はり・灸・あんま・マッサージ・柔道整復師
による施術を受ける時、健康保険を適用できる
ケースは限られています。正しく理解し、適切
に受診しましょう。

問合先　国民健康保険加入者　健康保険課 ☎（275）6347　後期高齢者医療保険加入者　健康保険課 
☎（275）6392

国民健康保険加入者は健幸づくり課☎（275）6374
後期高齢者医療保険加入者は健幸づくり課☎（275）6392
または府後期高齢者医療広域連合給付課 ☎06（4790）2031

施術を受ける際の注意点

保険が使える場合

神経痛・リウマチ・頸腕症
候群・五十肩・腰痛症・頸
椎捻挫後遺症・その他慢性
的な疼痛を主症とする疾患

筋麻痺・関節拘縮な
どで、医療上マッサー
ジを必要とする症例

はり・灸 あんま・マッサージ

保険の適用には、あらかじめ医師の発行した同意
書または診断書が必要です。

施術を受ける際の注意点

保険が使える場合

外傷性が明らかな骨折・脱臼・打撲及びねん
ざなど（いわゆる肉離れを含む。）
※骨折・脱臼については、応急手当をする場合を除
　き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。

肩こり・筋肉疲労などに対する施術は保険の
対象ではなく全額自己負担となります。
柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を
行うことが認められているため、一部負担金
を支払うことで施術を受けることができます。
施術を受けたときには、「療養費支給申請書」
の施術箇所や回数を確認し、署名または押印
してください。
保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負
傷などの治療中は、施術を受けても保険の対
象になりません。

・

疲労回復や慰安を目的としたもの、疾病予防のた
めのマッサージなどは保険の対象ではなく全額自
己負担になります。

・

・

・

・

・

・

施術を受けたときは、必ず領収証を受け取りましょう。

医 師 が 必 要 と 認 め た
はり・灸・あんま・マッサージの施術

整 骨 院・接 骨 院 で
柔 道 整 復 師 の 施 術

問合先　

施術者が患者の方に代わって保険請求を行うこと
が認められているため、一部負担金を支払うこと
で施術を受けることができます。施術を受けたと
きには｢療養費支給申請書｣の施術箇所や回数を確
認し、署名または押印してください。
保険医療機関（病院、診療所など）で同じ対象疾
患の治療中は、はり・灸の施術を受けても保険の
対象にはなりません。
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消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r補聴器の購入は慎重に！

※国民生活センター「見守り新鮮情報　第387号」から抜粋・イラスト黒崎玄

休館日 土・日曜日、祝日

補聴器を購入する前には、自分の「聞こえ」の状態や補聴器
が必要か等について、まずは専門医の診断を受けましょう。

補聴器は、購入前・購入後の聞こえの調整や、定期的な清掃などの
アフターケアが重要であるため、専門性があり、メンテナンス体制
の整った販売店で購入することが大切です。「聞こえ」が十分でな
い高齢者は、販売員とのコミュニケーションが難しい場合がありま
す。購入時には、家族など周りの人にサポートを求めましょう。通
信販売を利用する際は、購入後のお試し期間の有無、返品条件など
を確認し、慎重に判断しましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

　　　　補聴器の店で、耳かけ型の補聴器を借りて試用した。後
日、再度店舗に行くと、突然耳あな型の補聴器を勧められ、約50
万円で購入したが、食事の際、かむ音が我慢できないほど、うるさ
い。補聴器を交換したい。　　　　　　　　　　（70歳代　女性）

事例１

　　　　眼鏡店で受けた聴力測定結果から「早めに補聴器をつ
けないと認知症になりやすい」と言われ、約40万円で購入した。
しかし後日、専門医に測定してもらうと、補聴器は必要ないと言
われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　  （60歳代　女性）

事例 2

お う ち 時 間 で 火 災 予 防お う ち 時 間 で 火 災 予 防
　新型コロナウイルス感染症の影響で、外出の自粛や在宅勤務など「おうち時間」が増えています。ご家庭内
で火気を取り扱う機会も増えますので、今一度火災予防に努めましょう。　　

　電気火災の原因のひとつに、トラッキング現象があります。この現象は、電
気製品のプラグとコンセントの間にたまったほこりが、湿気を含むことで通
電状態となり出火するものです。出火の予防には、こまめな掃除と、コードが
傷ついていないか、プラグが曲がっていないかなどを点検しましょう。　　

　住宅用火災警報器を設置することは、火災の早期発見、逃げ遅れによる死亡のリスク軽減にもつながりま
す。設置していないご家庭は速やかに設置しましょう。また、高齢者や障がい者の方には、住宅用火災警報器
の購入費用を一部助成する制度がありますのでご活用ください。　

対 象 ：次のいずれかに該当する世帯
　　　　①75歳以上の単身世帯、または 75歳以上の方だけの世帯
　　　　②身体障がい者手帳（1～3級）、療育手帳（A）、精神障がい者保健福祉手帳（1級）
　　　　　のいずれかを所持している方のいる世帯
助成額：1 世帯 2000円　※必ず購入前に印鑑を持って高齢・障がい福祉課へ

問合先　高齢・障がい福祉課☎（275）6293

問合先　高石消防署予防課☎（266）0119

住宅用火災警報器の購入費用を助成

電気火災を防ぐ
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“健幸ポイント事業” 新規参加者を募集します！
　健幸ポイント事業は、市民の皆さんの健幸づくりを応援するプロジェクトです。毎日のウォーキングや健幸づくりに関
するプログラムに参加することでポイントがもらえ、貯めたポイントは商品券等に交換することができます。事業に参加
するには説明会への出席が必要です。必ず事前に説明会への申込をお願いします。　　

参加者説明会詳細
対象　市内在住の 20歳以上の方
定員　各回 28人　入会料　500円
申込・問合先　説明会前日までに
スマートウェルネス推進班へ電話申込
☎（267）1161

時間　①10：30～11：30
　　　②13：00～14：00

市役所（別館３階）
９/27（月）、10/28（木）

会場
日程
日程・会場

紹介ポイントプレゼントキャンペーン
～80歳以上の方を紹介いただいた方に、お一人様ご紹介毎に 500pt をプレゼント！～

80歳以上の方のご入会時、申込書に紹介者の氏名と IDをご記入いただき、後日紹介者のみにポイントを付与します。

※紹介ポイントの獲得は 4人分（2,000pt）を上限とします。また、同一の方を複数人が紹介することはできません。
※紹介ポイントは、年間交換ポイントの上限に関わらず、交換できるポイントです。

前後は5ｍを目安に！

運動時はマスクを着用し、人との適切な
距離を保ちましょう！！

問合先　スマートウェルネス推進班☎（267）1161

高石工場夜景ツアー

対象　中学生以上
募集　20 人
　　　（応募多数の場合抽選）
講師　小林　哲朗　さん
参加費　3,000 円

バスで巡る

2021年2021年2021年 土土10/2310/23

9 月 22日（水）までにHPの専用応募フォームか
ら応募者の氏名・年齢・性別・住所・携帯電話番号・
メールアドレス・高石市のイメージや工場夜景に
ついて（高石商工会議所ＨＰ等で紹介する場合が
あります）を入力して応募

応募方法

ツアー参加者には特製グッズをプレゼント！

詳細は
こちらから

問合先　高石商工会議所☎（264）1888

午後5時15分～7時45分午後5時15分～7時45分
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みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

令
和
３
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書

が
今
年
６
月
11
日
に
閣
議
決
定
・
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、

女
性
の
生
活
や
雇
用
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
顕
在

化
し
ま
し
た
。

【
労
働
市
場
へ
の
影
響
】　

　

雇
用
者
数
の
推
移
で
は
、
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
令
和
２
年
４

月
に
は
、
前
の
月
と
比
べ
て
女
性
は

74
万
人
、
男
性
は
35
万
人
と
大
幅
に

減
少
し
、
女
性
の
減
少
幅
は
男
性
の

約
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は

男
女
と
も
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
令
和
２
年
11
月
頃

か
ら
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て

お
り
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
下
以
前

の
水
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
状
況
】　

　

我
が
国
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
86
．

８
％
は
母
子
世
帯
で
す
。
母
子
世
帯

の
平
均
年
間
就
労
収
入
が
２
０
０
万

円
で
あ
る
な
ど
、
経
済
的
に
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
令

和
２
年
７
～
９
月
期
平
均
の
完
全
失

業
率
は
約
３
％
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
末
に
向
け
て
の

暮
ら
し
が
「
苦
し
い
」
と
回
答
し
た

ひ
と
り
親
は
60
．
８
％
に
上
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
直
近
１
か
月
間
に
必

要
と
す
る
食
料
が
買
え
な
い
こ
と
が

「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
ひ
と
り
親

は
35
．
６
％
に
上
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
家
計
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
世
帯
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
に

限
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
下

に
お
い
て
、
経
済
的
な
理
由
で
生
理

用
品
を
購
入
で
き
な
い
女
性
や
女
の

子
が
い
る
「
生
理
の
貧
困
」
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
状
況
】　

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ

る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
下
の
生
活
不
安
や

ス
ト
レ
ス
、
外
出
自
粛
に
よ
る
在
宅

時
間
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
増
加
や
深
刻
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス
に
寄
せ

ら
れ
た
令
和
２
年
度
の
Ｄ
Ｖ
（
配
偶

者
暴
力
）
相
談
件
数
は
19
万
30
件
で
、

前
年
度
比
で
約
1.6
倍
に
増
加
し
ま
し

た
。

【
自
殺
の
状
況
】　

　

	

平
成
31
年
１
月
以
降
の
自
殺
者
数

の
推
移
で
は
、
女
性
は
令
和
２
年
６

月
以
降
、
男
性
は
令
和
２
年
８
月
以

降
、
前
年
同
月
差
で
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
一
方
、
増
加
幅
を
男
女
で

比
較
す
る
と
、
女
性
の
自
殺
者
数
の

増
加
幅
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　　

女
性
の
自
殺
の
背
景
に
は
、
経
済

生
活
問
題
や
勤
務
問
題
、
Ｄ
Ｖ
（
配

偶
者
暴
力
）
被
害
や
育
児
の
悩
み
、

介
護
疲
れ
や
精
神
疾
患
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
潜
ん
で
お
り
、
コ
ロ

ナ
下
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
自
殺
の

要
因
に
な
り
か
ね
な
い
問
題
が
深
刻

化
し
た
こ
と
が
、
女
性
の
自
殺
者
数

の
増
加
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
の
未
来
】

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た

男
女
共
同
参
画
を
強
力
に
進
め
、
こ

の
国
に
生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
社
会
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
こ
そ
、

男
女
共
同
参
画
の
未
来
が
あ
り
ま
す
。
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コロナ下での男女共同参画

自殺者数の推移

2019年 2020年 前年差

男性

女性

合計

14,078

6,091

20,169

14,055

7,026

21,081

935

912

▲23

買って・使って・得するエコ 家庭用生ごみ処理機等購入補助制度
次の要件をすべて満たしている方 機器購入金額（消費税を含む）の１/２補助金

必要書類
本市に住民登録し、市内に居住していること
生ごみ処理機を設置、適正に維持管理できること
市税（住民税、固定資産税、軽自動車税）を滞納し
ていないこと

※①は2万円、②は3000円を上限とします。
家庭用生ごみ処理機等購入補助金交付申請
書兼振込依頼書（市ホームページからダウン
ロード可）・領収証および保証書の写し・設置
状況の分かる写真・振込口座の通帳の写し

対　象

対象機器

①

③
②

電動式生ごみ処理機　※１世帯１台まで
生ごみ堆肥化容器（コンポスト容器、EM
ぼかし容器など）　※１世帯２台まで

①
② 申込・問合先  購入した日から6か月以内に必要書類を

　　　　　　　生活環境課☎（275）6266へ持参
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